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本論文は、漢 晋 期 （後漢 •三国 •西晋 •東晋）の時代を対象として、この時代に簇出した人物の伝 
記の編纂に分析を加え、当該の社会の特質に迫ることを課題とした。
序章と第一章では、人物伝に関する先行研究を批判的に紹介したうえで、本論文の検討課題を提示 
した。従来、人物伝に問する研究は二つの観点からなされてきた。一つは、人物伝の流行が魏晋期に 
おける「史」学発展を特徴づける現象であるとするもの、もう一つは、家柄を重視する社会との問わ 
りを重視するものである。しかし、人物伝を考察するに際しては、その史料上の拠り所となる『隋書』 
巻三三、「経籍志」（以下、『隋志』という）の史部雑伝に収載される人物伝のすべてが散佚しており、 
完本としての伝来が確認できないという大きな問題が存在する。そのため、先行研究は、各史注や「類 
書」に残された佚文を当該社会の状況と照らし合わせながら考察するという手法を採用してきたが、 
この手法にはいくつかの問題点が指摘される。従来の研究は人物伝を「史」書とみなすことを前提と 
しているが、人物伝の多くは「史」が 「経」から分かれる前の後漢期に編纂されたにもかかわらず、 
後漢期に編まれた人物伝を「史」書として扱ったため、人物伝が編まれた本来の意図と研究の前提が 
乖離することとなったことである。いまひとつの問題点は、完本の伝来がないため、各人物伝の記事 
の分析を通じて漢晋社会の特質に迫るというよりは、社会の状況に人物伝の編纂状況を当てはめると 
いう手法が採られ、その結果人物伝が当該社会においてどのように機能し、その社会的役割を果たし 
ていたのか明確に意識されることなく、曖昧なままとなったことである。本論文では、こうした問題 
点を解決するためには、考察の具体的素材として、漢晋期に流行した人物伝のなかで、地域ごとの先 
'人の事蹟を記録した「先賢伝」「耆旧伝」と、家の記録である「家伝」を取り上げ、それぞれの記事 
の内容を分析することが有効であると考えた。分析に際しては、各種の人物伝を「史」書とみなす立 
場はとらず、王朝史に関わらない、「故人の事蹟」を対象として記録した伝として定義した。したが 
って、本論文における課題は、魏晋期に「史」書としての人物伝が簇出した理由を問うのではなく、 
「故人の事蹟」を記録した人物伝が漢晋期に編まれたのはなぜかという問題を考察することにある。 
第二章から第四章において、こうした問題設定に基づく具体的考察を行った。
第二章 •第三章では、地域ごとの先人の事蹟を記録した「先賢伝」「耆旧伝」について考察を加え 
た。ここで注目したのは、従来の研究が見落としていた点、すなわち人物伝はあくまでも被評価者の 
没後に記録された、被評価者の現世での社会的地位の向上には直接関わらないものであったという点 
である。そ こ で 「先賢伝」「耆旧伝」の編纂を後漢•三国 •両晋期に区分して再検討を加え、次の結 
果を得た。
後漢期に編纂された人物伝の大部分は「耆旧伝」であり、「先賢伝」の存在はほとんど確認できな 
い。「耆旧伝」の作者の多くは儒学の教養を身につけた人士であり、地方官(郡太守）として出身地で 
はない赴任地を対象とした「耆旧伝」を編んだ事例などもある。これらの作者によって編まれた「先 
賢伝」「耆旧伝」の編纂意図は地域の風俗を教化するという点に求められる。また、三国期の「先賢 
伝」「耆旧伝」の編纂についても、地域に対する教化の書としての役割を担った側面を発掘できるが、 
多くの大族を輩出した呉の地域では、優れた先賢の多寡により地域の優劣を競うという役割が付加さ 
れたことが特筆される。
魏の時代には、他の時代•地域ではなかった変化がみられる。文帝 •明帝という、皇帝による「先 
賢伝」「耆旧伝」の編纂が登場したことである。皇帝による編纂は、後漢後期から魏にかけての社会 
のありようを反映したものである。すなわち、それまで地域ごとに選定、記録され、風俗の教化(郷
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里秩序の維持）に資していた先賢の選択決定権が皇帝の手にわたるということは、郷里秩序の維持に 
皇帝が介入することを意味する。また、文帝 •明帝による「先賢伝」「耆旧伝」の編纂は、先賢の選 
定と同時に、その子孫が厚遇されることにより先賢の家柄という認識をも生み出した。この認識は、 
西晋期、占田制下での先賢の子孫の特権化という形で結実した。その後、このような変化も、短命に 
終わった西晋王朝の中原喪失と南渡による東晋王朝の成立により変質を余儀なくされた。本貫地を失 
った北来の人士は、その基盤となる郡を持たず、「先賢伝」「耆旧伝」の編纂を行わなくなったのに対 
し、南方土着の人士が北来の人士に対抗する手段として「先賢伝」「耆旧伝」を編むようになったの 
である。
第四章は、従来、門閥社会との固わりをもって重視されてきた「家伝」に考察を加えた。「家伝」 
は後漢後期よりその編纂が確認でき、つづく三国魏では、個人名を冠した「家伝」が現れる。この個 
人名を冠した「家伝」にこそ、「家伝」編纂の意図を解き明かす鍵が潜んでいると予想した。分析の 
結果明らかになったのは、個人名を冠した「家伝」編纂の背景に、先賢の顕彰とその子孫の優遇が行 
われてきた後漢以来の社会のありようが存在していたことである。すなわち、家柄ではなく優れた事 
蹟を持つ先人に繋がっていることが重要であり、たとえ単家であっても優れた先人を一人輩出してい 
れば、「家伝」としてその事蹟が記された。重要なのは、先人の優れた事蹟こそが重視された点であ 
る。
西晋期には、主 に 「氏」名を冠した「家伝」が編纂されたが、氏 「家伝」の巻数はきわめて少ない 
ことが注目される。これは「家伝」に名を連ねている人士全ての事蹟を記しているわけではないこと 
を示している。優れた事蹟を有する一人、ないしは数人の先人の事蹟が「家伝」の中心となり、その 
ほかの子孫たちは、中心となる先人との関係性のみが記録されたが、「家伝」に連なる子孫の数が増 
えるにつれて、優れた事蹟をもつ先人との関係が希薄となることは避けられず、東晋期に至り、再び 
個人名を冠した「家伝」の編纂が行われることになった。こうした特徴をもつ「家伝」は、門閥社会 
のなかで家柄を誇るために編纂されたというよりはむしろ、門閥社会が成立する以前に、先賢の子孫 
であることを示し、その社会的地位の向上を目的として編纂されたものである。
「終章」では、以上の検討内容を整理して、本論文の意義を総括するとともに、先賢の子孫である 
ことが契機となって社会的地位の向上が可能であったという本論文で得られた知見をもとに、九品中 
正制、貴族制社会への展望を述べた。
論 文 審 査 の 結 尹 の 要 旨
本論文は、漢 晋 （後漢 •三国 •両晋）期に編纂された人物を、の考察を通じて、当該の時代の歴史 
的特質を描き出そうとする意欲的な研究である。
「序章」では、人物伝に着眼した研究上の動機が語られる。漢晋期のうち魏晋の時代は、図書分類 
の歴史のなかで初めて史部が独立して設けられたことにより、史書の発展の画期とされてきた。また、 
従来の研究は、『隋書』卷三三経籍志（以下、『隋志』という）の史部所収の書物のうち最も多数を占 
めるのが「雑伝」のそれであることから、魏晋期を史書なかでも「雑伝」に収載された書物を生み出 
すに適した時代として理解してきた。しかし、当該の書物の編纂時期を網羅的に調べ直してみると、 
すでに後漢の時代に編纂されていたことが判明し、このことから「雑伝」所載の書物の編纂時期は魏 
晋期ではなく、漢晋期とすべきであるとする。漢晋期の「雑伝」所載の書物は人物を対象とした「伝」 
(人物伝）であることに特徴があるが、本論文では、この時代、王朝史と関わらない故人の事績を対 
象とした人物伝が編纂されたことに注目し、この問題を手がかりとして漢晋期の中国社会の歴史的特 
質を検討しようとする。
「第一章人物伝研究の現状と課題」では、人物伝に関する研究の問題点を具体的に検討する。「先 
賢伝」などの人物伝に関する先行研究は、後漢末に郷里社会を中心に流行した人物評に淵源を求めて 
いること、魏晋期の人物伝が編纂を行った者の社会的地位向上を目的とするものであったことを主張 
する点で共通するが、被評価者の没後に記された人物伝がどのように編纂者の社会的地位の向上に繋 
がったかについて十分意識されてこなかった。また、魏晋を「史」学史上の画期ととらえることは重 
要な視座だが、それに先立つ後漢期の位置づけ、連続性を明確に意識する必要があること、『隋志』 
史部、「雑伝」所載の書物を「雑伝書」として一括して議論してよいかどうか疑問であり、それぞれ 
に異なった性格をもつことに留意しつつ、人物伝が編纂された時代の意識を重視すべきことを強調し 
たうえで、『隋志』史部、「雑伝」収載の人物伝がなぜ漢晋期に集中的に編まh たのかを考察する必要 
があるとする。編纂された時代の歴史意識に基づき分析を加えるという同時代史的視点による問題提
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起は高く評価されるところである。
「第 二 章 『先賢伝』『耆旧伝』の歴史的性格ー漢晋期の人物と地域の叙述と社会一」は、後漢 - 
三国 •両晋時期の「先賢伝」「耆旧伝」、すなわち書名に冠した地域の先賢•耆旧の行いを記した人物 
伝を考察する。後 漢 の 「先賢伝」「耆旧伝」の編纂は、功臣の顕彰を目的とした光武帝に始まり、そ 
の後、桓帝 •霊帝 •献帝の時期に集中した。桓帝以降および三国期の編纂は、豪族の官界進出の手段 
というよりは、社会の模範的存在である先賢•耆旧の行いを記録することにより伝統的な社会秩序の 
回復を目指すものであったが、三国期の編纂には地域的に異なる特徴があった。魏では、文 帝 『海内 
士品録』、明 帝 『海内先賢伝』に示されるように、地域の社会秩序回復の趨勢を王朝として公認し、 
標準化することで社会秩序安定を王朝が主導し、また王朝による先賢•耆旧の承認を前提に一族の顕 
彰を目指す動きもみられた。しかし、魏に較べて後進的な呉では、そのうちの先進的な地域（会稽 - 
呉）において互いの地域の優劣を競うための書として現れる一方、辺境地域では社会秩序を維持する 
役割を果たした。また、蜀では巴蜀を一地域とした独自の地域観をもとに、孝廉を中心とした伝統的 
な先賢に女性を含んだ先賢像が成立した。三国鼎立を経て再統一を果たした西晋における「先賢伝」 
「耆旧伝」からは、帰属意識の変化、人物伝を編纂する地域の拡大のなかで、他の地域と優劣を争う 
意識が全国的に顕在化したことが窺える。
その後、中原喪失と江左への南渡は、「先賢伝」「耆旧伝」に新たな役割を与えた。本貫地を喪失し 
た北来の人士がその拠り所を門地におき、東晋政権で確固とした地位を築く情勢のなかで、南方土着 
人士は、「先賢伝」「耆旧伝」を北来人士に対抗する発言の書として活用した。しかし、皇帝による編 
纂を契機として、門地の確立•占田制下における先賢の子孫の特権化は「先賢伝」「耆旧伝」におけ 
る地域に根ざした役割を低下させ、かわって血縁的側面を顕在化させた。皇帝による先賢•耆旧の認 
定は家柄の確定を意味し、子孫の特権階級化につながった。その後、東晋末を境に、門地と譜諜を重 
んじる社会の到来とともに、「先賢伝」「耆旧伝」の編纂は急激に衰退し、その役割を終えたとする。
以上、本章における分析は、「先賢伝」「耆旧伝」という人物伝を、後漢 •三国•両晋時期の時間的 
推移に沿って、かつ地域的な相違に十分注意を払って考察し、その編纂の開始から終焉までを多角 
的 •実証的に検証したものである。とくに注目されるのは、人物伝の編纂が、個々の人物の優劣を重 
視する社会から門地を重視する社会へと変質していく流れに対応するものであったことを解明した 
点は優れている。
「第 三 章 『状』と 『先賢伝』『耆旧伝』の編纂一『郡国書』か ら 『海内書』へ」では、「先賢伝」 
「耆旧伝」の素材となった人物評= 状 と 「先賢伝」「耆旧伝」の編纂に込められた政治的意図につい 
て検討を行っている。状は、本来、王朝が郷評にもとづいて作成し、官僚任用のために作成した人物 
評であるが、実際には任官に関係しない故人にも与えられた。これは、先人の事績を把握することが 
地方統治にとって重要であると為政者に認識されたためである。また、後漢期には、「先賢伝」では 
なく、「郡国書」としての「耆旧伝」が主流であり、その編纂の目的は故人の顕彰によって風俗教化 
に役立て地方統治に資することにあった。後漢期の耆旧伝に対して、三国期なかでも魏朝ではそれま 
でとは異なる著述として「海内」を冠する文帝『海内士品録』と明帝『海内先賢伝』が登場した。本 
章ではまず両書に先立って行われた魏の皇帝による二十四賢の選定に注目し、郷里社会における先賢 
の影響力とその一族の取り込みを狙ったものだとする。また、文帝が「名」を重んじて二十四賢を選 
定したのに対して、明 帝は「名」に 「実」を伴わせるために、状を撰述し、浮華な人物評を取り締ま 
り、王朝の理想とする人物評（「忠」「清」）を明示した。両書のうち多くの佚文が残っている『海内 
先賢伝』を分析すると、これも、状のそれと同じく、「清」「忠」が重視され、また郷評にもとづいて 
編纂されたが、最終的には明帝が郷評の採用を決定しており、王朝が理想とする先賢像をもとに、郷 
里社会の風俗教化を行うものであった。このことは、郷里社会の風俗教化に資していた先賢の選定権 
が王朝に帰結し、皇帝主導による風俗教化体制の確立が志向されたことを意味する。
前章において、東晋以降における門地を重視する社会への変質が指摘されたが、本章で得られた分 
析結果はこの変質を語るうえで「海内書」がきわめて重要な役割をもったことを示している。皇帝に 
よる先賢の選定は家柄の意識を芽生えさせ、家柄重視の社会へと繋がっていくのである。「郡国書」 
と 「海内書」の歴史的性格の相違と変化を鮮明に浮かび上がらせ、次の時代へと接続させた分析手法 
は優れている。
「第四章漢晋期における『家伝』の流行」は、漢晋期に「先賢伝」「耆旧伝」とともに流行した 
「家伝」の編纂を考察の対象とする。「家伝」は従来、門閥社会で重視された「譜課」と結びつけて 
理解されてきたが、本章では、こうした見解の是正を意図する。まず注目されるのは、魏朝期に特徴
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的な個人名を冠した「家伝」である。王朗 •孔融 •荀或の名を冠した『王朝家伝』、『孔融家伝』、『荀 
惑家伝』を考察した結果、家柄を誇るというよりは、卓越した個人の事績を明示することに重きが置 
かれたことが判明する。では、各家にとってはどのような意味をもったのか。' 当時の社会において、 
一族から先賢を輩出し、先賢の子孫であると証明することが子孫に大きな利益をもたらした。このた 
め、家柄ではなく、卓越した事績をもつ先人との繋がりこそが重要であり、この繋がりを証明するも 
のこそ「家伝」であった。後漢末から三国期にかけて、先賢とその子孫を特別視する社会が醸成され 
たことが、「家伝」流行の背景をなしたとする。また、「家伝」のうち、大多数を占めるのは、氏族（「氏」） 
の名を冠した氏「家伝」である。氏 「家伝」も、個人名を冠した「家伝」と同じく、一族内の卓越し 
た事績を有する先人を中心に構成されたが、優れた事績をもつ先人を多く収録することにより、厚遇 
を受ける可能性を高めようとしたところに、個人名を冠した「家伝」との違いがある。本章では、最 
後に、「家伝」と 「譜課」の違いに言及し、「家伝」が故人の事蹟を中心に記し、故人との関係性を重 
視するのに対して、「譜諜」は某氏に属することを重視するものであり、やがて門閥を重視する社会 
の、血縁 •婚姻関係を記す「譜課」に重点が移ったとする。
従来の研究において、漢晋期の「家伝」の流行は、後世の家柄を重視する門閥社会の視点より考察 
されてきたが、具体的に「家伝」に関する史料を丹念に読み解くことにより、じつのところ優れた事 
績をあげた個人の能力こそが大事であり、先賢の子孫が尊ばれるのも、家柄によるのではなく、祖先 
の優れた能力を子孫が受け継いでいるとみなされたからに他ならない。こうした個人の能力を基調と 
した評価が「家伝」の流行を支えたことを明らかにしたことは、門閥という既成の概念にとらわれた 
従前の研究に大きな問題を投げかけたものと評することができる。
「終章」では、本論文で検討してきた内容を要約したうえで、「先賢伝」「耆旧伝」「家伝」の画期 
として三国魏の皇帝による編纂事業を位置づける。当該の編纂事業において郷里社会で潜在的に認め 
られていた先賢の子孫という社会的地位が王朝によって追認され、政治的地位をも付与されたことは、 
来るべき門閥重視の社会（九品中正制の創設= 貴族制の成立）へと繋がっていくからである。
以上、本論文は、多くの先行研究の成果を十分に吸収しながら、関連資料を精密に駆使し、後漢か 
ら三国•両晋時期への時代的な変化と地域による違いに注意を払い、「先賢伝」「耆旧伝」「家伝」を 
包括的に検討し、後世の門閥社会の観念から漢晋期の社会を捉えてきた従来の研究に対して、家柄よ 
りも、個人つまり先人の優れた事績が重んじられ、それを継承するがゆえにその子孫も尊ばれ、社会 
的地位を向上させることになる社会の歴史的特質を掘り起こすことに成功したものである。本論文で 
提示された問題提起と研究手法は、当該の研究分野のみならず、他の時代の研究にも大きな刺激を与 
え、それぞれの分野の研究を進展させることが期待される。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
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